
令和 7 年度天然物化学セミナー特別講演会 
 

発光イメージング材料が拓く 
生体内深部可視化と生命科学 

 
講師：牧 昌次郎 

（電気通信大学・大学院教授） 
 

生体内の精密可視化は，生命科学，特に癌・再生医療への応用には必須の技術であ

るが，世界的にも，未だに有効な手立てが得られていない．電気通信大学では 
“AkaLumine”（和光純薬工業株式会社），“TokeOni”（シグマ・アルドリッチ合同会社），

“SeMpai” （シグマ・アルドリッチ合同会社）を国際的に製品化してきたが，何かが解決さ

れれば，新たなニーズが生じる． 
今回はこれら材料の創製過程と，住商ファーマより販売した“Akasuke”他を紹介する． 
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日時：令和 8 年 2 月 5 日（木） 16：00～17：30 

場所：生物農林学系 G 棟 5 階 G502  
世話人: 繁森英幸（生命環境系 Tel 4603）       

共催 ： 微生物サステイナビリティ研究センター  
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